















































































































母 親 を 対 象
に、 週 １ 回 
全 6 回継続開











































1 段階のワークショップによって、持続可能な “ 子ども・
子育て家庭支援 ” のしくみづくりのきっかけが生まれた
といえる。
　また第 2 段階として実施した子育て支援者養成研修会
は、参加者主体で「場」を組み立て、参加者のニーズに
沿ったテーマで相互交流や相互支援の形でエンパワメン
トを図る形態で実施したことで、地域の子育て支援だけ
でなく地域コミュニティの再構築に向けた組織化などに
示唆を得る結果となった。現在、振り返りや効果指標に
ついて最終集計を行っているところである。
　こうした活動はいうまでもなく、継続実施することに
意味がある。しかしながら、ほんの数年で子育て家庭の
保護者も、行政担当者も入れ替わることが考えられる。
今後は子育て支援者養成を継続しながら、子ども・子育
て家庭を支える中間支援的グループの組織化等も検討
し、そのプロセスを専門性を持った大学教員等が支援す
ることが重要と思われる。さらにそのプロセスに寄り添
いながら、地域そのものに潜在するさまざまな力を見極
め、つなぎ、最終的には地域の自立を目指す関わり（エ
ンパワメントアプローチ）が望まれる。
５　その他（参考文献）
　本研究において、テキスト等として活用した文献は以
下の通り。
※「完璧な親なんていない !―カナダ生まれの子育てテ
キスト」（ひとなる書房）
※「親教育プログラムのすすめ方－ファシリテーターの
仕事」（ひとなる書房）
※「子どもの感情、親の感情－子どもの気持ちにどう答
えてあげたらいいの？」（遠見書房）
※「ワークショップ入門―実践とプロセスアプローチ―」
　（久美出版）
